
23



2324



2325



2326



2327



2328



2329



2330



2331



2332



 

 

７ しゅん工検査 

工事の施行〈条例第7条第2項〉 

指定事業者は、工事しゅん工後に管理者の工事検査を受けなければならない。 

(1) 指定事業者の社内検査 

ア 主任技術者は、給水装置工事完了後に社内検査を行い、工事の適否を確認する。 

イ 管内を洗浄し、耐圧試験を行う。 

ウ 法令に基づき給水開始前の水質検査を行う。 

エ しゅん工図書を揃え、管理者に工事検査の申込み、検査を受ける。 

（２） 関係書類の保存 

 事業の運営の基準（施行規則第 36 条第１項６） 

六 施行した給水装置工事（第十三条に規定する給水装置の軽微な変更を除

く。）ごとに、第一号の規定により指名した給水装置工事主任技術者に次の

各号に掲げる事項に関する記録を作成させ、当該記録をその作成の日から三

年間保存すること。 

イ 施主の氏名又は名称 

ロ 施行の場所 

ハ 施行完了年月日 

ニ 給水装置工事主任技術者の氏名 

ホ 竣工図 

ヘ 給水装置工事に使用した給水管及び給水用具に関する事項 

ト 法第二十五条の四第三項第三号の確認の方法及びその結果 
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８ しゅん工図書 

 指定事業者又は主任技術者は、給水装置工事をしゅん工した場合は、しゅん工図

書を作成し、管理者に提出しなければならない。 

（１）給水装置工事しゅん工届（様式第４号） 

（２）水理計算書〈必要時のみ〉 

（３）認証資器材使用予定調書兼精算調書（様式第３号） 

（４）給水装置附図（様式第５号） 

（５）工事関係写真（様式第 12 号）〈水圧試験を証明する記録含む〉 

（６）水質検査結果報告書（様式第 23 号）〈給水開始前の水質検査が必要な場合〉 

（７）利害関係人同意書（様式第２号）〈必要時のみ〉 

（８）念書〈必要時のみ〉 

（９）代理人届〈必要時のみ〉 

（10）その他、管理者が必要と認める書類 

 

９ しゅん工検査の方法等 

（１）書類検査  すべての工事 

（２）写真検査  修繕工事を除くすべての工事。 

口  径 
試験水圧 

圧力保持時間 備    考 
MPa Kg/㎠ 

すべての口径 1.00 10.19 10 分 

・水圧測定の開始は、水圧が安定

したときに始まる。 

・圧力保持時間は、時計等を用い

てその時間を記録すること。 

（開始と終了時刻を記入する） 

※但し、既存管の改造工事や、念書による井戸水使用配管から上水道への切り替え

工事等の場合は、事前に「登米市お客様センターとよま」担当者と協議を行うこと。 

（３）現地検査 

ア φ２５以上の新設工事 

イ φ３０以上の取出し口径の新設集合住宅等工事 

ウ 屋内消火栓を持つ特殊な給水装置 

エ その他、管理者が必要と認める工事 
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